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寒暖の差を強く感じた１１月も終わり、今年も最後の１か月となりました。学校に隣接する雑木

林からの落ち葉も日に日に増え、今年も男子ソフトテニス部の子どもたちが、朝の時間を利用して

正門前の道路の落ち葉を集めてくれています。今年も綺麗にしてくれてありがとう。 

さて、今年も保護者対象の学校評価アンケートを１０月１１日（金）～１１月２日（土）の期間

で実施し、その結果を別紙「学校だより特別号」にてお伝えしております。御協力ありがとうござ

いました。保護者の皆様におかれましては、小学校から毎年この時期に行われている学校評価です

が、ここで改めてその目的を確認したいと思います。 

＜学校評価の３つの目的＞ 

① 各学校が、自らの教育活動その他の学校運営について、目指すべき目標を設定し、その達成

状況や達成に向けた取組の適切さ等について評価することにより、学校として組織的・継続的

な改善を図ること。 

② 各学校が、自己評価及び保護者など学校関係者等による評価の実施とその結果の公表・説明

により、適切に説明責任を果たすとともに、保護者、地域住民等から理解と参画を得て、学

校・家庭・地域の連携協力による学校づくりを進めること。 

③ 各学校の設置者等が、学校評価の結果に応じて、学校に対する支援や条件整備等の改善措置

を講じることにより、一定水準の教育の質を保証し、その向上を図ること。 

                    ※文部科学省「学校評価ガイドライン」より引用 

目的からも分かるとおり、今回得られた学校評価の結果を集計公表することが大切なのではな

く、結果から検討を行い、今後の改善に繋げることで、教育の質の向上を図ることが求められま

す。本校では、１１月１８日に行われた職員会議にて結果を共有し、１月１５日までに各分掌の教

職員が今後の取組について検討し、学校運営協議会において改善策を提案、実行していく流れとな

ります。全ての御意見や御要望に対し、すぐに応えられる訳ではありませんが、これまで４１年間

積み重ねてきた歴史を踏まえながら、一歩一歩着実に改善を図ってまいりたいと考えております。 

それでは、昨年度の学校評価を受けての改善、そしてその成果はどうだったでしょうか。学校だ

より５月号でも取り上げましたが、昨年度の学校評価の結果を受け、「保護者、地域との協力や連

携」を１番の課題とし、目指す学校像を「地域の学校として学校・家庭・地域が連携・協働し、社

会に貢献できる人材を育む学校」に変え、学校運営協議会の活性化、地域貢献のためのボランティ

ア活動の充実、体育祭の参観席の拡大、ＰＴＡ活動内容の検討、学校ホームページを活用した継続

的な情報発信等に取り組んでまいりました。その結果、本年度の保護者対象とした学校評価アンケ

ートでは、「学校は、保護者、地域の協力、願いを受け止めて、学校の教育活動を進めている。」及

び「学校は、保護者や地域の人々との連携を図って教育活動を進めている。」

に対する肯定的な回答の割合が、昨年度と比べ４．４Pt及び１．８Pt増と取

組の成果が少しずつ評価にも表れてきているように感じます。引き続き学校

運営協議会を中心とし、学校の課題を熟議し、地域の学校として、より一層

地域の皆様からの信頼、協力が得られるよう努めてまいります。 

最後に、本年も本校の学校教育活動への御理解、御協力ありがとうござい

ました。来年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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